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	鷹栖町立鷹栖中学校　令和8年７月22日
	鷹中だより
	◇校 訓「響（ひびき）～自分の心に　みんなの心に～」 ◇教育目標「自立　持続　感動」 ◇重点目標「主体的に学び、判断し、表現できる生徒の育成」
	TEL：87-2008 FAX：87-2104 MAIL：takachu@takasucho.ed.jp　
	学期を終えて
	　早いもので、本日、○○日間の1学期の終了を迎えました。保護者・地域の皆様には、本校の教　育活動に対し温かいご理解とご支援をいただき、心より感謝申し上げます。 　１学期は、新しい学年や学級でのスタートから始まり、生徒たちは日々の授業や学校行事、生徒会活動、部活動など、さまざまな場面で挑戦を重ねてきました。授業では、自ら考え、仲間と対話しながら学びを深める姿が多く見られました。また、互いを認め合い、協力しながら活動する中で、一人一人が着実に成長していることを感じています。　 　本校では、「主体的に学び、判断し、表現できる生徒の育成」を大切にしながら教育活動を進めてまいりました。変化の大きい時代だからこそ、知識や技能だけでなく、課題を見つけ、仲間と協働しながら解決していく力が求められます。生徒たちは日々の学習や活動を通して、その力を少しずつ身に付けています。 　夏休みは、生徒が自分自身を見つめ直し、新たな経験や挑戦を積み重ねる貴重な機会です。健康と安全に十分留意しながら、有意義な時間を過ごしてほしいと思います。そして、２学期には鷹中祭をはじめ、さまざまな場面で活躍する姿を楽しみにしています。 　今後とも、学校・家庭・地域が力を合わせ、生徒一人一人の可能性を伸ばしていけるよう努めてまいります。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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	修学旅行・宿泊研修
	中体連

	８月の星空
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